
平成２２年８月１３日

平成２３年３月期第１四半期決算説明資料



税 引 前
当期純利益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高
《ご参考》

【平成２２年３月期第１四半期】

534 50954566019,074インボイス
（旧・インボイス ＋ インボイスＪｒ.）

520 49552263919,131平成２２年３月期

第１四半期実績（連結）

（単位：百万円）

平成２３年３月期第１四半期決算の概要平成２３年３月期第１四半期決算の概要

1

インボイスは、平成22年4月1日付でインボイスJr.を吸収合併したため、『インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）』と表記しております。
連結実績には、インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）以外の連結子会社の実績が含まれております。

税 引 前
当期純利益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高【平成２３年３月期第１四半期】

（＋69.4％）（＋61.9％）（＋52.8％）（＋31.2％）（＋10.4％）（前年同期比）

865 86383386621,053インボイス
（旧・インボイス ＋ インボイスＪｒ.）

（前年同期比） （＋68.1％）（＋60.4％）（＋60.3％）（＋36.3％）（＋10.3％）

834 83283787121,094
平成２３年３月期

第１四半期実績（連結）

インボイスは、平成22年4月1日付でインボイスJr.を吸収合併したため、『インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）』と表記しております。
連結実績には、インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）以外の連結子会社の実績が含まれております。



平成２３年３月期第１四半期決算の概要 － 連 結平成２３年３月期第１四半期決算の概要 － 連 結
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（単位：百万円）

連 結 売 上 高連 結 売 上 高

（単位：百万円）

連結営業利益・経常利益・当期純利益連結営業利益・経常利益・当期純利益

【営業利益・経常利益】
営業利益は、前年同期比＋36.3％の増益。

経常利益は、前年同期比＋60.3％の増益。

上記増収要因とともに、

採算性の改善や経費をはじめとしたコストの削減、

また、有利子負債の削減による利払い負担の軽減等により、

収益性は大幅に向上。

【当期純利益】
当期純利益は、前年同期比＋68.1％の増益。

上記増益要因によるもの。

【営業利益・経常利益】
営業利益は、前年同期比＋36.3％の増益。

経常利益は、前年同期比＋60.3％の増益。

上記増収要因とともに、

採算性の改善や経費をはじめとしたコストの削減、

また、有利子負債の削減による利払い負担の軽減等により、

収益性は大幅に向上。

【当期純利益】
当期純利益は、前年同期比＋68.1％の増益。

上記増益要因によるもの。

２

【売上高】
前年同期比＋10.3％の増収。

『通信料金一括請求サービス』において、

新規顧客の獲得により収益基盤を拡充。

前期に引続き順調に推移。

495

平成２２年３月期第１四半期 平成２３年３月期第１四半期



通信事業の業績推移 － 売上高通信事業の業績推移 － 売上高
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（単位：百万円）

３

売上高の推移売上高の推移

■通信業界全体として、通信料金の低廉化等の影響により、ＡＲＰＵ（１契約あたりの月間平均収入）も伸び悩み。
■このような環境下で、当社は新規顧客の獲得により請求回線数を伸ばすなど、順調に推移。

80,000

本数値は、インボイス個別業績（平成２２年３月期以前は、
旧・インボイス＋インボイスJr.の連結業績）の推移となっております。

※

（今期予想）

（1Ｑ実績）



通信事業の業績推移 － 営業利益・経常利益通信事業の業績推移 － 営業利益・経常利益

４

■採算性の改善やコストの削減等の施策により、収益性は大幅に改善。
■更なる販管費の見直し、利払い負担の軽減等により、前年比増益を見込む。
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※本数値は、インボイス個別業績（平成２２年３月期以前は、
旧・インボイス＋インボイスJr.の連結業績）の推移となっております。

（単位：百万円）

（今期予想）

（1Ｑ実績）



平成２３年３月期第１四半期 財政状態 － 連結貸借対照表平成２３年３月期第１四半期 財政状態 － 連結貸借対照表

連結会計期間末
（平成２２年６月３０日）

資産の部
258.9億円

（△81.9億円）

【流動資産】 206.7億円
（主な内訳）
現金預金 40.8億円
受取手形
および売掛金 145.0億円

【固定資産】 52.2億円
（主な内訳）
有形固定資産 3.8億円
無形固定資産 14.7億円
投資その他 33.7億円
【内訳】
投資有価証券 2.4億円
投資不動産 0.0億円
敷金保証金 4.4億円
破産更生債権 7.2億円
繰延税金資産 26.0億円
貸倒引当金 △6.5億円

【流動負債】 129.2億円
（主な内訳）
買掛金 103.2億円
短期借入金 11.6億円

【固定負債】 71.0億円
（主な内訳）
社債 2.0億円
長期借入金 62.5億円
債務保証損失
引当金 4.1億円

負債の部
200.2億円

（△91.0億円）

純資産の部
58.6億円

（＋9.1億円）

【自己資本比率】 22.422.4％％

５

前期連結会計期間末
（平成２２年３月３１日）

340.9億円

49.5億円

291.3億円

【ご参考】

【資産の部】主な増減要因
現金預金 ＋16.1億円
投資不動産 △90.6億円

【資産の部】主な増減要因
現金預金 ＋16.1億円
投資不動産 △90.6億円

【負債の部】主な増減要因
買掛金 ＋13.4億円
短期借入金 △91.9億円

【負債の部】主な増減要因
買掛金 ＋13.4億円
短期借入金 △91.9億円

【純資産の部】主な増減要因
利益剰余金 ＋9.0億円

【純資産の部】主な増減要因
利益剰余金 ＋9.0億円



平成２３年３月期第１四半期の財政状態 － 純資産の推移（連結）平成２３年３月期第１四半期の財政状態 － 純資産の推移（連結）
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６

■順調な利益の積み上げにより、純資産は増強。
■同時に資産および負債の圧縮を積極的に進め、自己資本比率は22.4％に。

16.6％の改善



平成２３年３月期第１四半期の財政状態 － 有利子負債の推移（連結）平成２３年３月期第１四半期の財政状態 － 有利子負債の推移（連結）
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７

■平成２１年３月期以降、破産更生債権の譲渡・回収により有利子負債の削減を進める。
■今期６月には子会社保有の固定資産を譲渡したことで、▲161億円（平成２１年３月末比）の削減。

約1/3まで削減
（▲161億円）

※有利子負債依存度=（短期借入金＋社債＋長期借入金）÷総資産

※



平成２３年３月期第１四半期 インボイスグループ トピックス平成２３年３月期第１四半期 インボイスグループ トピックス

８

財務体質の改善
破産更生債権の回収、子会社保有固定資産の譲渡により、不動産関連事業に係る事後処理は完了。
有利子負債についても、▲161億円（平成21年3月末比）削減され、財務体質は大幅に改善。

財務体質の改善財務体質の改善
破産更生債権の回収、子会社保有固定資産の譲渡により、不動産関連事業に係る事後処理は完了。
有利子負債についても、▲161億円（平成21年3月末比）削減され、財務体質は大幅に改善。

自己資本比率 22.422.4％％ 有利子負債依存度 29.429.4％％

億円

％

億円

％

58.0

32.3

161.6

16.6

（ 〃 ）

（ 〃 ）

（ 〃 ）

（H22.6月末）

▲

▲

▲

＋

の減少

の改善

の削減

の改善

億円0.6⇒（ 〃 ）億円58.7・・・破産更生債権

％29.4⇒（ 〃 ）％61.7・・・（同依存度）

億円76.1⇒（ 〃 ）億円237.8・・・有 利 子 負 債

％22.4⇒（H21.3月末）％5.8・・・自己資本比率

子会社における固定資産の譲渡
投資不動産（帳簿価額90億円）の譲渡により、資産および負債を大幅に圧縮。
財務体質の改善に大きく貢献。

子会社における固定資産の譲渡子会社における固定資産の譲渡
投資不動産（帳簿価額90億円）の譲渡により、資産および負債を大幅に圧縮。
財務体質の改善に大きく貢献。

資本金の額の減少ならびに剰余金の処分
繰越欠損金の填補により資本政策の柔軟性を確保。
本件により、将来の配当の実施や自己株式の取得などの株主還元策も可能に。

資本金の額の減少ならびに剰余金の処分資本金の額の減少ならびに剰余金の処分
繰越欠損金の填補により資本政策の柔軟性を確保。
本件により、将来の配当の実施や自己株式の取得などの株主還元策も可能に。

※上記の各指標は、全て連結ベースで表記しております。



（単位：百万円）

税 引 前
当期純利益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高【平成２３年３月期（通期予想）】

（＋6.0％）（＋7.2％）（＋3.9％）（＋0.4％）（＋0.3％）（前年同期比）

2,900 2,9002,9003,10080,000インボイス
（旧・インボイス＋インボイスＪｒ.）

（前年同期比） （＋9.7％）（＋11.1％）（＋7.4％）（＋2.7％）（＋0.1％）

2,900 2,9002,9003,10080,000平成２３年３月期

通期予想 （連結）

平成２３年３月期業績予想（通期）について平成２３年３月期業績予想（通期）について

９

（単位：百万円）

税 引 前
当期純利益

当期純利益経 常 利 益営 業 利 益売 上 高【平成２２年３月期（通期実績）】

（－）（－）（＋45.4％）（＋46.6％）（＋5.4％）（前年同期比）

2,704 2,7362,7903,08879,724インボイス
（旧・インボイス＋インボイスＪｒ.）

（前年同期比） （＋286.1％）（－）（＋806.2％）（＋195.2％）（△0.5％）

2,610 2,6432,7003,01979,939平成２２年３月期

通期実績 （連結）

インボイスは、平成22年4月1日付でインボイスJr.を吸収合併したため、『インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）』と表記しております。
連結予想数値には、インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）以外の連結子会社の実績が含まれております。

インボイスは、平成22年4月1日付でインボイスJr.を吸収合併したため、『インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）』と表記しております。
連結実績には、インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）以外の連結子会社の実績が含まれております。



平成２３年３月期連結業績予想の概要平成２３年３月期連結業績予想の概要

通期業績予想に対して、第1四半期は概ね順調に推移。

更なる顧客基盤の拡大、またコストの見直し・利払いの負担軽減等により、前年比増収・増益を見込む。

10

（単位：百万円）

H22.3 H23.3

79,939

80,000 （今期予想）

売上高売上高 営業利益営業利益

H22.3 H23.3

3,019

3,100

H22.3 H23.3

2,700

2,900

経常利益経常利益 当期純利益当期純利益

H22.3 H23.3

2,643

2,900

26.4％

21,094 （1Ｑ実績）

（今期予想）

28.1％

871 （1Ｑ実績）

（今期予想）

837 （1Ｑ実績）

28.9％

（今期予想）

832

28.7％

（1Ｑ実績）



本資料は、当社または当社グループ（以下、「インボイスグループ」といいます。）の平成２３年３月期第１四半期決算を平易に説明することを
目的として作成した業績見通し、計画、方針、経営戦略、目標、予定、認識、評価などといった、将来に関する記述が記載されています。
これらの将来に関する記述は、インボイスグループが現在入手している情報に基づく予測、期待、想定、認識、評価、判断等を基礎として作

成しているものであり、既知または未知のリスク、不確実性、その他の変動可能性の要因（以下、「リスクおよび変動可能性の要因」といいま
す。）を含んでいるものです。したがいまして、これらのリスクおよび変動可能性の要因による影響を受けることがあるため、インボイスグループの
将来における実際の展開、実績、経営成績、財政状態は、将来に関する記述に明示的または黙示的に示された内容と大幅に異なる可能性
があります。また、インボイスグループはこの資料を発行した後は、本資料における将来に関する記述を更新または修正して公表する義務を負
うものではありません。
インボイスグループの主たる事業活動領域であります情報通信産業市場は、常に急速な変化に晒されています。
インボイスグループに重大な影響を与え得るリスクおよび変動可能性の要因は多数あり、その例として、技術の進化、需要、価格、金利、為

替の変動、および経済環境、競合条件、法令の変化などがあります。なお、リスクおよび変動可能性の要因はこれらの事項に限られるものでは
ありません。
また、本資料におきましては、インボイスグループの過去の業績、平成２３年３月期第１四半期の業績および平成２３年３月期の業績予想など

を平易に説明するために、決算短信等における事業の種類別セグメントとは別に、主要各社別に業績数値を記載している部分があります。その
場合の表記および指し示す内容は以下のとおりであります。連結業績数値については、インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）以外の連結
子会社の業績数値を含めているため、インボイス（旧・インボイス＋インボイスJr.）の業績数値は、連結財務諸表の業績数値と一致するもので
はありません。

本説明資料および将来の記述に関するご注意事項本説明資料および将来の記述に関するご注意事項

平成２２年４月１日付で、インボイスを存続会社、インボイスＪr.を消滅会社とする吸収合併を実施
「インボイス

（旧・インボイス＋インボイスJr.）」


